
令和２年度様式 
様式第１０号（第１７条関係） 

事 業 報 告 書 

１ 支 援 団 体 名 噂の土木応援チームデミーとマツ 

２ 事 業 名 称 みんなの味方！強い立野ダムをつくろう！ 

３ 実 施 日 時 2020年 11月 28日（土） 

４ 実 施 場 所 立野ダム工事ヤード及び関連施設（熊本県） 

５ 事業目的、内容 

  及 びその効 果 

（事業実施状況・内容） 

申請当初、土木体験イベントを通して九州地方整備局が熊本県に建設し

ている立野ダムの必要性ならびに土木の魅力を伝えることを目的としてい

た。しかし、新型コロナウィルス感染拡大防止のためイベント内容を動画

で撮影し Youtube で配信することにした。なお、動画撮影は、立野ダム工

事事務所、立野ダム建設 JVと共同で実施した。なお、動画撮影は、三密を

避けながら実施した。動画はデミーとマツの Youtube チャンネル

（https://www.youtube.com/channel/UCq5egfBzDry1CLgmU4_7azA）で公開

した。動画は①実生の森プロジェクト、②立野ダム工事現の探検、③岩盤

清掃、④コンクリート打設面清掃、⑤ダム式万歳、⑥立野ダムの存在をお

もしろおかしく伝える演劇の構成となっている。 

（事業実施効果） 

Yutube 公開する前に動画をイベントに参加できなかった方々に視聴してもらい

感想をもらいました。感想としては、「立野ダムに行きたい」、「来年度はぜひイベ

ントをやってもらいたい」、「大きなダムできめ細かい作業をされているのにびっく

りした」、「安全にダムをつくってほしい」、「ダム式万歳」を一緒にやってみたい」

など好評を得ました。今後は、動画を SNSで拡散するとともにイベント等で放映な

らびに来年度以降のイベントで活用し、立野ダムの役割を広く広報する。 

６ 参 加 内 訳 

総人数                           ２３名 

（１）主催者参加                             ３名 

（２）日本人参加（（１）を除く）                     ２０名 

（３）外国人参加（（１）を除く）                ０名 

７ 今 後 の 方 針 

今後も継続的にイベントを実施することで立野ダムの必要性ならびに土木

の魅力を伝えることができる。そのため、今後は立野ダム工事事務所と連

携しながら工事の進捗状況にあわせて年に 1 回は同規模の土木体験イベン

トを実施していく。 
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